
(57)【要約】

【課題】穿刺した状態でも撮影面を変えることが出来る

超音波穿刺アタッチメントを提供する。

【解決手段】プローブを保持するための保持フレーム２

１と、その保持フレーム２１の両端に設けられた主支持

部２２および副支持部２３を介して保持フレーム２１を

支持する支持リング１２と、その支持リング１２に固定

され且つ穿刺針Ｎを所定方向にガイドするための穿刺針

ガイド１１とを具備している。

【効果】保持フレーム２１を基準姿勢かつ基準方向にす

ると、撮影面内に常に穿刺針を捉えながら穿刺すること

が出来る。保持フレームを基準姿勢および／または基準

方向から変更すると、撮影面をチルトおよび／または回

転させることが出来るので、穿刺した部分の周囲の状況

を観察することが出来る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ ロ ー ブ を 保 持 す る た め の プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 で 保 持 し た プ ロ
ー ブ に よ る 撮 影 面 を チ ル ト さ せ う る よ う に 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 姿 勢 変 更 可 能 に 支 持 す
る 支 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 姿 勢 の と き の 撮 影 面 に 穿 刺 可 能 に 穿 刺 針 を ガ
イ ド す る 穿 刺 針 ガ イ ド 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に お い て 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 姿
勢 に あ る こ と を 操 作 者 に 視 覚 ま た は 聴 覚 ま た は 触 覚 に よ り 認 識 さ せ る た め の 手 段 を 具 備 し
た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に お い て 、 前 記 プ ロ ー ブ 保
持 手 段 を 基 準 姿 勢 に 維 持 す る た め の 基 準 姿 勢 維 持 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 プ ロ ー ブ を 保 持 す る た め の プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 で 保 持 し た プ ロ
ー ブ に よ る 撮 影 面 を 回 転 さ せ う る よ う に 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 方 向 変 更 可 能 に 支 持 す る
支 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 方 向 の と き の 撮 影 面 に 穿 刺 可 能 に 穿 刺 針 を ガ イ
ド す る 穿 刺 針 ガ イ ド 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に お い て 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 方
向 に あ る こ と を 操 作 者 に 視 覚 ま た は 聴 覚 ま た は 触 覚 に よ り 認 識 さ せ る た め の 手 段 を 具 備 し
た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に お い て 、 前 記 プ ロ ー ブ 保
持 手 段 を 基 準 方 向 に 維 持 す る た め の 基 準 方 向 維 持 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 プ ロ ー ブ を 保 持 す る た め の プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 で 保 持 し た プ ロ
ー ブ に よ る 撮 影 面 を チ ル ト ・ 回 転 さ せ う る よ う に 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 姿 勢 変 更 ・ 方 向
変 更 可 能 に 支 持 す る 支 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 姿 勢 ・ 基 準 方 向 の と き の 撮
影 面 に 穿 刺 可 能 に 穿 刺 針 を ガ イ ド す る 穿 刺 針 ガ イ ド 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に お い て 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 姿
勢 ・ 基 準 方 向 に あ る こ と を 操 作 者 に 視 覚 ま た は 聴 覚 ま た は 触 覚 に よ り 認 識 さ せ る た め の 手
段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に お い て 、 前 記 プ ロ ー ブ 保
持 手 段 を 基 準 姿 勢 ・ 基 準 方 向 に 維 持 す る た め の 基 準 姿 勢 ・ 基 準 方 向 維 持 手 段 を 具 備 し た こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 穿 刺 し た 状 態 で も 撮 影
面 を 変 え る こ と が 出 来 る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 プ ロ ー ブ を 一 定 姿 勢 ・ 一 定 方 向 に 保 持 す る た め の プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 そ の プ ロ
ー ブ 保 持 手 段 で 保 持 し た プ ロ ー ブ に よ る 撮 影 面 に 穿 刺 可 能 に 穿 刺 針 を ガ イ ド す る 穿 刺 針 ガ
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イ ド 手 段 と を 具 備 し た 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ６ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 従 来 の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト で は 、 撮 影 面 内 に 常 に 穿 刺 針 を 捉 え な が ら 穿 刺 す
る こ と が 出 来 る 。
　 し か し 、 穿 刺 し た 状 態 で は 、 撮 影 面 を 変 え る こ と が 出 来 な い た め 、 穿 刺 し た 部 分 の 周 囲
の 状 況 を 観 察 で き な い 問 題 点 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 穿 刺 し た 状 態 で も 撮 影 面 を 変 え る こ と が 出 来 る 超 音 波 穿 刺 ア
タ ッ チ メ ン ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 プ ロ ー ブ を 保 持 す る た め の プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ
ー ブ 保 持 手 段 で 保 持 し た プ ロ ー ブ に よ る 撮 影 面 を チ ル ト さ せ う る よ う に 前 記 プ ロ ー ブ 保 持
手 段 を 姿 勢 変 更 可 能 に 支 持 す る 支 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 姿 勢 の と き の 撮
影 面 に 穿 刺 可 能 に 穿 刺 針 を ガ イ ド す る 穿 刺 針 ガ イ ド 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト で は 、 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 姿 勢 変 更 可
能 に 支 持 手 段 で 支 持 し て い る 。 そ し て 、 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 基 準 姿 勢 に す る と 、 撮 影 面 内
に 常 に 穿 刺 針 を 捉 え な が ら 穿 刺 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 基 準 姿 勢 か
ら 姿 勢 変 更 す る と 、 撮 影 面 を チ ル ト さ せ る こ と が 出 来 る の で 、 穿 刺 し た 部 分 の 周 囲 の 状 況
を 観 察 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に お い て
、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 姿 勢 に あ る こ と を 操 作 者 に 視 覚 ま た は 聴 覚 ま た は 触 覚 に よ
り 認 識 さ せ る た め の 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 提 供 す
る 。
　 上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト で は 、 操 作 者 は 、 穿 刺 す る 際 に 、 プ ロ
ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 姿 勢 に あ る こ と を 確 認 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ
メ ン ト に お い て 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 基 準 姿 勢 に 維 持 す る た め の 基 準 姿 勢 維 持 手 段 を
具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト で は 、 穿 刺 す る 際 に 、 プ ロ ー ブ 保 持 手
段 を 基 準 姿 勢 に 固 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 プ ロ ー ブ を 保 持 す る た め の プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ
ー ブ 保 持 手 段 で 保 持 し た プ ロ ー ブ に よ る 撮 影 面 を 回 転 さ せ う る よ う に 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手
段 を 方 向 変 更 可 能 に 支 持 す る 支 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 方 向 の と き の 撮 影
面 に 穿 刺 可 能 に 穿 刺 針 を ガ イ ド す る 穿 刺 針 ガ イ ド 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音
波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト で は 、 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 方 向 変 更 可
能 に 支 持 手 段 で 支 持 し て い る 。 そ し て 、 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 基 準 方 向 に す る と 、 撮 影 面 内
に 常 に 穿 刺 針 を 捉 え な が ら 穿 刺 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 基 準 方 向 か
ら 方 向 変 更 す る と 、 撮 影 面 を 回 転 さ せ る こ と が 出 来 る の で 、 穿 刺 し た 部 分 の 周 囲 の 状 況 を
観 察 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に お い て
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、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 方 向 に あ る こ と を 操 作 者 に 視 覚 ま た は 聴 覚 ま た は 触 覚 に よ
り 認 識 さ せ る た め の 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 提 供 す
る 。
　 上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト で は 、 操 作 者 は 、 穿 刺 す る 際 に 、 プ ロ
ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 方 向 に あ る こ と を 確 認 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ４ ま た は 前 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ
メ ン ト に お い て 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 基 準 方 向 に 維 持 す る た め の 基 準 方 向 維 持 手 段 を
具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト で は 、 穿 刺 す る 際 に 、 プ ロ ー ブ 保 持 手
段 を 基 準 方 向 に 固 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 プ ロ ー ブ を 保 持 す る た め の プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ
ー ブ 保 持 手 段 で 保 持 し た プ ロ ー ブ に よ る 撮 影 面 を チ ル ト ・ 回 転 さ せ う る よ う に 前 記 プ ロ ー
ブ 保 持 手 段 を 姿 勢 変 更 ・ 方 向 変 更 可 能 に 支 持 す る 支 持 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基
準 姿 勢 ・ 基 準 方 向 の と き の 撮 影 面 に 穿 刺 可 能 に 穿 刺 針 を ガ イ ド す る 穿 刺 針 ガ イ ド 手 段 と を
具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト で は 、 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 姿 勢 変 更 お
よ び 方 向 変 更 可 能 に 支 持 手 段 で 支 持 し て い る 。 そ し て 、 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 基 準 姿 勢 か つ
基 準 方 向 に す る と 、 撮 影 面 内 に 常 に 穿 刺 針 を 捉 え な が ら 穿 刺 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 プ
ロ ー ブ 保 持 手 段 を 基 準 姿 勢 お よ び ／ ま た は 基 準 方 向 か ら 変 更 す る と 、 撮 影 面 を チ ル ト お よ
び ／ ま た は 回 転 さ せ る こ と が 出 来 る の で 、 穿 刺 し た 部 分 の 周 囲 の 状 況 を 観 察 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に お い て
、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 姿 勢 ・ 基 準 方 向 に あ る こ と を 操 作 者 に 視 覚 ま た は 聴 覚 ま た
は 触 覚 に よ り 認 識 さ せ る た め の 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン
ト を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト で は 、 操 作 者 は 、 穿 刺 す る 際 に 、 プ ロ
ー ブ 保 持 手 段 が 基 準 姿 勢 か つ 基 準 方 向 に あ る こ と を 確 認 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ９ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ７ ま た は 前 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ
メ ン ト に お い て 、 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 基 準 姿 勢 ・ 基 準 方 向 に 維 持 す る た め の 基 準 姿 勢
・ 基 準 方 向 維 持 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ９ の 観 点 に よ る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト で は 、 穿 刺 す る 際 に 、 プ ロ ー ブ 保 持 手
段 を 基 準 姿 勢 か つ 基 準 方 向 に 固 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト に よ れ ば 、 穿 刺 し た 状 態 で も 撮 影 面 を 変 え る こ と が
出 来 る の で 、 穿 刺 し た 状 態 で 穿 刺 し た 部 分 の 周 囲 の 状 況 を 観 察 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 に 示 す 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本
発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 実 施 例 １ に 係 る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト １ ０ ０ の 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２
は 、 同 正 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ は 、 同 右 側 面 図 で あ る 。
　 こ の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト １ ０ ０ は 、 プ ロ ー ブ Ｐ の 先 端 部 分 を 差 し 込 ん で 保 持 す る
た め の 保 持 孔 ２ １ ａ を 有 す る 保 持 フ レ ー ム ２ １ と 、 そ の 保 持 フ レ ー ム ２ １ に 保 持 し た プ ロ
ー ブ Ｐ に よ る 走 査 方 向 に 相 当 す る 保 持 フ レ ー ム ２ １ の 両 端 に 設 け ら れ た 主 支 持 部 ２ ２ お よ
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び 副 支 持 部 ２ ３ と 、 そ れ ら 主 支 持 部 ２ ２ お よ び 副 支 持 部 ２ ３ を 介 し て 保 持 フ レ ー ム ２ １ を
支 持 す る 支 持 リ ン グ １ ２ と 、 そ の 支 持 リ ン グ １ ２ に 固 定 さ れ 且 つ 穿 刺 針 Ｎ を 所 定 方 向 に ガ
イ ド す る た め の ガ イ ド 孔 １ １ ａ を 有 す る 穿 刺 針 ガ イ ド １ １ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ３ で は 、 保 持 フ レ ー ム ２ １ が 基 準 姿 勢 か つ 基 準 方 向 に あ り 、 保 持 フ レ ー ム ２ １
に 保 持 し た プ ロ ー ブ Ｐ に よ る 撮 影 面 内 に 常 に 穿 刺 針 Ｎ を 捉 え な が ら 穿 刺 す る こ と が 出 来 る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ は 、 図 １ の Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
　 主 支 持 部 ２ ２ は 、 ス プ リ ン グ ２ ２ ａ で 付 勢 さ れ た ボ ー ル ２ ２ ｂ と 、 ス プ リ ン グ ２ ２ ｃ で
付 勢 さ れ た ボ ー ル ２ ２ ｄ と を 有 し て い る 。
　 副 支 持 部 ２ ３ は 、 ス プ リ ン グ ２ ３ ａ で 付 勢 さ れ た ボ ー ル ２ ３ ｂ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ の Ｂ － Ｂ ’ 断 面 図 で あ る 。
　 支 持 リ ン グ １ ２ の 内 壁 に は 、 円 周 溝 １ ２ ａ が 刻 設 さ れ て い る 。 そ の 円 周 溝 １ ２ ａ に 、 ボ
ー ル ２ ２ ｂ と ボ ー ル ２ ３ ｂ が 嵌 合 し て い る 。
　 保 持 フ レ ー ム ２ １ を 基 準 方 向 に し た と き に ボ ー ル ２ ２ ｂ と ボ ー ル ２ ３ ｂ が 当 接 す る 円 周
溝 １ ２ ａ の 部 分 に は 、 凹 部 １ ２ ｂ お よ び 凹 部 １ ２ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 保 持 フ
レ ー ム ２ １ を 基 準 方 向 に 維 持 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ は 、 図 ４ の Ｃ － Ｃ ’ 断 面 図 で あ る 。
　 保 持 フ レ ー ム ２ １ を 基 準 方 向 か つ 基 準 姿 勢 に し た と き に ボ ー ル ２ ２ ｄ が 当 接 す る 支 持 リ
ン グ １ ２ の 内 壁 に は 、 凹 部 １ ２ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 保 持 フ レ ー ム ２ １ を 基 準
姿 勢 に 維 持 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 操 作 者 が プ ロ ー ブ Ｐ の 姿 勢 を 変 え る よ う に 力 を 加 え る と 、 ス プ リ ン
グ ２ ２ ｃ の 付 勢 力 に 抗 し て ボ ー ル ２ ２ ｄ が 凹 部 １ ２ ｄ を 脱 し 、 プ ロ ー ブ Ｐ の 姿 勢 が 変 わ る
。 こ れ に よ り 、 撮 影 面 を チ ル ト さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 操 作 者 が プ ロ ー ブ Ｐ の 方 向 を 変 え る よ う に 力 を 加 え る と 、 ス プ リ ン
グ ２ ２ ａ の 付 勢 力 に 抗 し て ボ ー ル ２ ２ ｂ が 凹 部 １ ２ ｂ を 脱 す る と 共 に ス プ リ ン グ ２ ３ ａ の
付 勢 力 に 抗 し て ボ ー ル ２ ３ ｂ が 凹 部 １ ２ ｃ を 脱 し 、 プ ロ ー ブ Ｐ の 方 向 が 変 わ る 。 こ れ に よ
り 、 撮 影 面 を 回 転 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 保 持 フ レ ー ム ２ １ を 基 準 方 向 に す る と 、 ス プ リ ン グ ２ ２ ａ の 付 勢 力 に よ り ボ ー ル ２ ２ ｂ
が 凹 部 １ ２ ｂ に 嵌 る と 共 に ス プ リ ン グ ２ ３ ａ の 付 勢 力 に よ り ボ ー ル ２ ３ ｂ が 凹 部 １ ２ ｃ に
嵌 り 、 そ の 音 お よ び 振 動 で 、 操 作 者 は プ ロ ー ブ Ｐ が 基 準 方 向 に な っ た こ と を 知 る こ と が 出
来 る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ Ｐ の 主 支 持 部 ２ ２ の 位 置 が 穿 刺 針 ガ イ ド １ １ の 位 置 に 合 う こ と に よ
っ て も 、 プ ロ ー ブ Ｐ が 基 準 方 向 に な っ た こ と を 確 認 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 保 持 フ レ ー ム ２ １ を 基 準 方 向 か つ 基 準 姿 勢 に す る と 、 ス プ リ ン グ ２ ２ ｃ の 付 勢 力 に よ り
ボ ー ル ２ ２ ｄ が 凹 部 １ ２ ｄ に 嵌 り 、 そ の 音 お よ び 振 動 で 、 操 作 者 は プ ロ ー ブ Ｐ が 基 準 姿 勢
に な っ た こ と を 知 る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ Ｐ が 穿 刺 針 ガ イ ド １ １ の 立 設 方 向 に 平
行 に な る こ と に よ っ て も 、 プ ロ ー ブ Ｐ が 基 準 姿 勢 に な っ た こ と を 確 認 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 １ の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト １ ０ ０ に よ れ ば 、 保 持 フ レ ー ム ２ １ を 基 準 姿 勢 か
つ 基 準 方 向 に す る と 、 撮 影 面 内 に 常 に 穿 刺 針 Ｎ を 捉 え な が ら 穿 刺 す る こ と が 出 来 る 。 ま た
、 保 持 フ レ ー ム ２ １ を 基 準 姿 勢 お よ び ／ ま た は 基 準 方 向 か ら 変 更 す る と 、 撮 影 面 を チ ル ト
お よ び ／ ま た は 回 転 さ せ る こ と が 出 来 る の で 、 穿 刺 し た 部 分 の 周 囲 の 状 況 を 観 察 す る こ と
が 出 来 る 。
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【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 円 周 溝 １ ２ ａ を 省 い て 凹 部 １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ の み を 設 け れ ば 、 プ ロ ー ブ Ｐ の 姿 勢 の み を 変
更 可 能 に 出 来 る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス プ リ ン グ ２ ２ ｃ お よ び ボ ー ル ２ ２ ｄ の 代 わ り に 突 起 を 設 け る と 共 に そ の 突 起 が 通 る 円
周 溝 を 支 持 リ ン グ １ ２ の 内 壁 に 設 け れ ば 、 プ ロ ー ブ Ｐ の 回 転 の み を 変 更 可 能 に 出 来 る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト は 、 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い た 穿 刺 に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に 係 る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に 係 る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ に 係 る 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｂ － Ｂ ’ 断 面 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の Ｃ － Ｃ ’ 断 面 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 保 持 フ レ ー ム の 姿 勢 を 傾 け た 状 態 を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 保 持 フ レ ー ム の 方 向 を 回 転 さ せ た 状 態 を 示 す 図 ５ 相 当 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 穿 刺 針 ガ イ ド
　 １ １ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ガ イ ド 孔
　 １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支 持 リ ン グ
　 １ ２ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 円 周 溝
　 １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 　 　 　 凹 部
　 ２ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 保 持 フ レ ー ム
　 ２ １ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 保 持 孔
　 ２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 主 支 持 部
　 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｃ 　 　 　 　 　 　 　 ス プ リ ン グ
　 ２ ２ ｂ ， ２ ２ ｄ 　 　 　 　 　 　 　 ボ ー ル
　 ２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 副 支 持 部
　 ２ ３ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス プ リ ン グ
　 ２ ３ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ボ ー ル
　 １ ０ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 穿 刺 ア タ ッ チ メ ン ト

10

20

30

(6) JP 2007-300998 A 2007.11.22



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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